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中小企業の
再生を支援する
新たなスキーム

○創立120周年記念講演会＆交流会
○平成26年度新規採用職員の募集
○中小企業会計啓発・普及セミナー
○ジョブ・カード制度 企業向け説明会
○ものづくり展示商談会

○ファッションはアート
　（㈱ヨコ・アンティ）
○あなたに合った必ず売れるをサポートします
　（㈱アルフォサポート）
○小・中学生向け「統一学力テスト」無料ご招待
　（㈱ワオ・コーポレーション 能開センター栃木本部）

特 集 1 企業再生支援2
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栃木県中小企業再生支援協議会
栃木県経営改善支援センター

統括責任者

島野  賢一 氏  

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

と
ち
ぎ
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ァ
ン
ド

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー 中

小
企
業
の
再
生
を
支
援
す
る

新
た
な
ス
キ
ー
ム

中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
の

再
生
支
援
を
強
化

特
集
1
／
企
業
再
生
支
援

「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が

積
極
的
な
支
援
を
打
ち
出
す

　

今
年
３
月
に
期
限
を
迎
え
た
「
中
小
企
業
金

融
円
滑
化
法
」。

　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
は
、
中
小
企
業
や

住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
手
が
金
融
機
関
に
返
済
負

担
の
軽
減
を
申
し
入
れ
た
際
に
、
で
き
る
限
り

貸
付
条
件
の
変
更
等
を
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と

な
ど
を
内
容
と
す
る
法
律
で
、
平
成
21
年
に
２

年
間
の
時
限
立
法
で
施
行
さ
れ
、
そ
の
後
２
度

延
長
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
に
最
終
期
限

を
迎
え
ま
し
た
。

　

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、
名

称
の
と
お
り
、
中
小
企
業
の
企
業
再
生
を
行
って

い
る
機
関
で
す
。
事
業
自
体
は
円
滑
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、
過
去
の
投
資
へ
の
返
済
な
ど
か
ら
資

金
繰
り
が
悪
化
し
て
い
る
中
小
企
業
や
、
事
業

存
続
の
見
通
し
は
あ
る
も
の
の
事
業
内
容
の
見

直
し
、
さ
ら
に
金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な

中
小
企
業
、
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た

中
小
企
業
な
ど
を
対
象
に
、
相
談
を
受
け
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
家
チ
ー
ム

に
よ
る
再
生
計
画
策
定
を
支
援
し
、
企
業
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
、
栃
木
県
商
工
会
議
所

連
合
会
な
ど
の
経
済
団
体
や
金
融
機
関
、
弁
護

　

そ
れ
を
受
け
て
政
府
は
、
昨
年
「
中
小
企
業

金
融
円
滑
化
法
の
最
終
延
長
を
踏
ま
え
た
中

小
企
業
の
経
営
支
援
の
た
め
の
政
策
パッ
ケ
ー
ジ
」

（
通
称
「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」）
を
発
表
、
最
終

期
限
後
も
、
よ
り
き
め
細
か
い
支
援
を
行
う
こ

と
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

士
や
公
認
会
計
士
、税
理
士
、中
小
企
業
診
断
士
、

技
術
士
な
ど
の
専
門
家
団
体
、
栃
木
県
信
用
保

証
協
会
、栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
、オ
ー

ル
と
ち
ぎ
の
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的

に
も
高
い
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

統
括
責
任
者
の
島
野
賢
一氏
は
、　
「
平
成
15
年

に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
今
年
８
月
末
の
時
点
で
相

談
受
付
が
７
９
６
社
、
再
生
完
了
が
３
０
６
社
、

延
べ
1
6
、5
7
4
人
の
雇
用
を
確
保
し
て
い
ま

す
」
と
実
績
を
強
調
し
ま
す
。

　
「
栃
木
県
は
過
去
に
、
宇
都
宮
信
用
金
庫
の
破

綻
や
足
利
銀
行
の
一
時
国
有
化
な
ど
を
経
験
し
て

い
る
た
め
、『
皆
で
地
域
経
済
を
支
え
な
け
れ
ば

大
変
な
こ
と
に
な
る
』
と
い
う
危
機
感
の
共
有
が
、

よ
り
き
め
細
か
く

積
極
的
な
中
小
企
業
支
援
の
実
現

　

そ
れ
を
受
け
て
本
県
で
も
、
こ
れ
ま
で
高
い

実
績
を
挙
げ
て
来
た
「
栃
木
県
中
小
企
業
再
生

支
援
協
議
会
」
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化
を
は
か

り
、
同
時
に
今
回
の
特
集
で
ご
紹
介
す
る
「
栃

木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
と
ち
ぎ
中

小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
フ
ァ
ン
ド
」
が
、
順
次
誕
生
し
て
き
ま
し

た
。

　

も
と
も
と
栃
木
県
は
、
企
業
再
生
に
高
い
実

績
を
挙
げ
、
再
生
完
了
企
業
数
で
は
東
京
都
を

超
え
て
全
国
第
１
位
で
す
。
そ
れ
だ
け
高
い
ノ
ウ

ハ
ウ
や
、
関
係
機
関
の
協
力
体
制
、
厚
い
支
援

体
制
を
持
っ
て
い
る
上
に
、
新
た
な
ス
キ
ー
ム
が

加
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
効
果
が
期
待
で
き

る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
実
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

　

今
年
３
月
に
、
再
生
支
援
協
議
会
内
に
栃
木

県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
国
が
打
ち
出
し
た
再
生
支
援
の
強

化
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
条
件
変
更
や
新
規
融
資
な
ど

の
金
融
支
援
が
必
要
な
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
に
対
し
て
、国
に
認
定
さ
れ
た
外
部
専
門
家

（「
認
定
支
援
機
関
」
と
呼
び
ま
す
）
の
支
援

を
受
け
て
経
営
改
善
計
画
を
策
定
す
る
場
合
に
、

そ
の
策
定
支
援
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
、
総
額

の
２
／
３
（
上
限
２
０
０
万
円
）
ま
で
を
負
担
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
資
金
力
の
不
足
し
て
い

る
中
小
企
業
の
再
生
支
援
が
、
よ
り
小

回
り
の
き
く
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

認
定
支
援
機
関
と
は
、
中
小
企
業

の
経
営
相
談
等
に
関
し
て
専
門
的
知
識

や
実
務
経
験
が
一
定
レ
ベ
ル
以
上
あ
る

者
に
対
し
、
国
が
認
定
を
与
え
た
公
的

支
援
機
関
で
す
。
具
体
的
に
は
金
融

機
関
や
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税

理
士
、
中
小
企
業
診
断
士
な
ど
で
す
。

　
「
企
業
再
生
の
現
在
の
課
題
は
、
小

規
模
事
業
者
の
再
生
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
こ
と
。
そ
こ
で
、
企
業
に
最
も
近

　
「
栃
木
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
再
生
支
援
を
、

税
理
士
な
ど
の
専
門
家
や
金
融
機
関
に
主
体
と

な
っ
て
動
い
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
と
ち
ぎ
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
、

経
済
団
体
や
専
門
家
団
体
、
金
融
機
関
、
行
政

な
ど
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
28
団
体
が
参
加

し
て
、
情
報
交
換
や
支
援
連
携
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ァ
ン
ド
」
は
、
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
話
し
合
い
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
、

企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
で
す
。

　

今
後
の
経
済
状
況
は
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

し
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
企
業
経
営
を
支
援
す
る

ス
キ
ー
ム
が
増
え
た
こ
と
は
、
経
営
者
に
と
っ
て

心
強
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
立
場
の
税
理
士
や
中
小
企
業
診
断
士
、
金
融

機
関
な
ど
が
、
そ
の
企
業
を
熟
知
し
て
い
る
立
場

か
ら
、
支
援
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り

密
着
し
た
再
生
支
援
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
し
て
セ
ン
タ
ー
が
、
そ
れ
を
支
援
す
る
と

い
う
枠
組
み
で
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
当
事

者
企
業
は
よ
り
実
情
に
即
し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

支
援
を
受
け
ら
れ
、
認
定
支
援
機
関
も
小
回
り

の
利
い
た
支
援
計
画
を
策
定
で
き
ま
す
」

　

利
用
の
流
れ
は
、
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。
認

定
支
援
機
関
と
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、

ま
さ
に
二
人
三
脚
で
再
生
に
取
り
組
む
流
れ
も
、

お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

　
「
必
要
な
の
は
事
業
者
の
や
る
気
で
す
。
支
援

ス
キ
ー
ム
は
充
実
し
て
い
ま
す
か
ら
、
事
業
者
が

諦
め
な
け
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
き
っ
と
再

生
を
図
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
身
近
な
専
門

家
や
金
融
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」

　

中
小
企
業
の
経
営
を
支
援
す
る
ス
キ
ー
ム
が
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、

あ
い
つ
い
で
誕
生
し
ま
し
た
。
が
ん
ば
る
経
営
者
、
企
業
を
応
援
す
る
4
機

関
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

経営改善支援センター利用申請から
支払決定までの流れ

認定支援機関
（ 主要金融機関・外部専門家等）

経営改善支援センター

認定支援機関
（主要金融機関・外部専門家等）

認定支援機関
（主要金融機関・外部専門家等）

経営改善支援センター

認定支援機関
（主要金融機関・外部専門家等）

①
 利用申請

②
計画策定支援・
合意形成

④
モニタリング
（ フォローアップ）

③
支払申請および
支払い決定

中小企業・小規模事業者

中小企業・小規模事業者

経営改善支援センター

01
再 生 支 援

03
再 生 支 援

02
再 生 支 援

問合せ

栃木県
中小企業再生支援協議会
☎028-610-4110

栃木県
経営改善支援センター
☎028-610-0310

① 

金
融
機
関
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

機
能
の
一
層
の
発
揮

② 

企
業
再
生
支
援
機
構
（
現
㈱
地
域
経
済
活

性
化
支
援
機
構
）
お
よ
び
中
小
企
業
再
生

支
援
協
議
会
の
機
能
お
よ
び
連
携
強
化

③ 

そ
の
他
経
営
改
善
・
事
業
再
生
支
援
の

環
境
整
備
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とちぎ中小企業支援ネットワーク
会長

五月女  陽一 氏
（栃木県信用保証協会 総務部長）  

㈱とちぎネットワークパートナーズ
代表取締役社長

安野   真 氏  

と
ち
ぎ
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ァ
ン
ド

関
係
機
関
が
連
携
し
て

支
援
体
制
を
構
築

官
民
一
体
型
の

企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
が
ス
タ
ー
ト

　

昨
年
10
月
に
発
足
し
た
「
と
ち
ぎ
中
小
企

業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
栃
木
県
信
用
保

証
協
会
（
事
務
局
）・
足
利
銀
行
・
栃
木
銀
行
・

栃
木
県
再
生
支
援
協
議
会
の
4
機
関
を
幹
事
機

関
と
し
、
金
融
機
関
や
経
営
支
援
機
関
な
ど
28

機
関
で
構
成
さ
れ
、
行
政
や
経
済
団
体
、
専
門

家
団
体
、
金
融
機
関
な
ど
幅
広
い
構
成
が
特
徴

と
な
って
い
ま
す
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
五
月
女
陽
一
会
長
（
栃
木

県
信
用
保
証
協
会
総
務
部
長
）
は
、「
昨
年
出

さ
れ
た
、
政
府
の
『
政
策
パッ
ケ
ー
ジ
』
の
中
で
、

　

今
月
8
月
29
日
に
設
立
し
た
企
業
再
生
フ
ァ

ン
ド
「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ァ
ン
ド
」。
県
内

の
中
小
企
業
の
再
生
を
支
援
す
る
官
民
フ
ァ
ン
ド

で
す
。
フ
ァ
ン
ド
総
額
は
20
億
円
で
、
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
が
総
額
の
50
％
の
10
億
円
を

出
資
し
、
残
り
を
県
内
金
融
機
関
な
ど
が
出
資

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ァ
ン
ド
を
運
営
す
る
た
め
に
「
㈱
と
ち

中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
経

営
改
善
・
再
生
等
の
支
援
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
は

こ
れ
を
受
け
て
、
地
域
総
ぐ
る
み
で
支
援
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
大
き
な
目
的
と
し
、
昨
年
10

月
18
日
に
発
足
し
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

①
と
ち
ぎ
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

②
経
営
サ
ポ
ー
ト
会
議

の
2
つ
を
主
な
業
務
と
し
て
お
り
、
五
月
女
会
長

は
、「
①
と
ち
ぎ
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
が
6
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
の
安
野
社
長
は
フ
ァ
ン
ド

に
つ
い
て
こ
う
説
明
し
ま
す
。「『
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
フ
ァ
ン
ド
』
は
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合

と
い
う
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。
目
的
は
も
ち
ろ
ん

企
業
再
生
で
す
。
支
援
の
対
象
は
県
内
の
経
済

力
や
雇
用
の
維
持
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
中
小
企
業
で
す
」

会
議
は
、
構
成
機
関
全
体
に
よ
る
情
報
交
換
の

場
で
、
事
例
や
政
策
を
共
有
し
、
基
本
認
識
の

足
並
み
を
そ
ろ
え
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
ま

す
。
い
わ
ば
、
地
域
全
体
の
中
小
企
業
支
援
に

関
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
す
。

　

②
経
営
サ
ポ
ー
ト
会
議
は
、
個
別
企
業
の
経

営
改
善
・
再
生
に
向
け
た
支
援
策
を
、
当
該
企

業
と
金
融
機
関
な
ど
が
協
議
す
る
場
で
す
。
こ

れ
を
活
用
し
て
、
発
足
以
来
8
月
末
現
在
で

28
企
業
が
、
改
善
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

特
に
小
規
模
企
業
の
案
件
が
多
い
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
手
が

回
り
に
く
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
今

後
は
よ
り
一
層
の
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

経
営
サ
ポ
ー
ト
会
議
は
、
他
県
と
比

べ
て
も
実
施
回
数
が
多
い
よ
う
で
、
支

援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
業
務
に
加
え
、
構
成
機
関

の
取
り
組
み
な
ど
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、紹
介
し
て
い
ま
す（
上
図
参
照
）。

　

ま
た
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
に

関
連
し
、
中
小
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
が

創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。「
企
業
再
生
の

　

同
フ
ァ
ン
ド
の
運
営
期
間
は
8
年
間
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
始
め
の
4
年
で
投
資
を
行
い
、
そ

の
後
の
4
年
で
投
資
を
回
収
す
る
予
定
で
す
。

投
資
方
法
は
債
権
の
買
取
、
社
債
の
引
受
や
出

資
等
で
す
。
フ
ァ
ン
ド
は
、
債
権
や
株
式
を
中

長
期
的
に
保
有
し
、
そ
の
間
、
役
員
派
遣
等
に

よ
り
再
生
を
支
援
し
ま
す
。
財
務
や
経
営
の

改
善
が
進
み
、
金
融
機
関
と
正
常
な
取
引
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
、

フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
卒
業
と
な

り
ま
す
。

　
「
対
象
企
業
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
が
、
装
置
産

業
（
温
泉
旅
館
や
製
造
業
、

商
業
施
設
な
ど
）
が
主
体

と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
企
業
は
設
備
投

資
で
過
剰
債
務
に
陥
っ
て
い

る
だ
け
で
、
実
際
の
経
営

は
比
較
的
良
好
な
企
業
が

少
な
く
な
い
の
で
す
。
で
す

か
ら
私
ど
も
の
支
援
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
活

力
あ
る
企
業
と
し
て
再
生

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
」

た
め
『
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ァ
ン
ド
』
が
8

月
29
日
に
発
足
し
ま
し
た
が
、
当
該
フ
ァ
ン
ド
の

設
立
に
あ
た
っ
て
の
関
係
機
関
の
勉
強
会
・
検
討

会
等
を
、
当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
枠
組
み
を
活
用
し

て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
有
効
に

機
能
し
た
一
例
だ
と
思
い
ま
す
」
と
五
月
女
会

長
。

　

10
月
に
発
足
か
ら
１
周
年
を
迎
え
る
「
と
ち
ぎ

中
小
企
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
内
容
を
、
よ
り
実

効
性
の
高
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
専
門
家
連
携
体
制
も
よ
り
充
実
さ
せ
、

実
務
重
視
の
活
動
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

信
用
保
証
協
会
の
業
務
も
、
企
業
の
支
援
を

軸
足
に
移
し
つつ
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
独

自
の
専
門
家
派
遣
事
業
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
で
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
連
携
も
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
て

く
れ
ま
し
た
。

　

安
野
社
長
は
足
利
銀
行
出
身
で
一
時
国
有
化

以
前
か
ら
企
業
再
生
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り

「
当
フ
ァ
ン
ド
は
、
と
ち
ぎ
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
中
小
企

業
再
生
支
援
協
議
会
や
金
融
機
関
等
と
の
緊
密

な
連
携
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
強
み
で
す
。
栃
木

県
は
再
生
へ
の
意
欲
が
高
く
、
細
か
い
目
配
り
や

配
慮
が
あ
る
地
域
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
底

力
を
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
支
援
に
結
び
つ
け
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
支
援
を
目
的
と
し
た
フ
ァ
ン
ド
と
し

て
は
、
県
内
唯
一
と
な
る
「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
フ
ァ
ン
ド
」。
安
野
社
長
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
目
線

で
は
な
く
、
地
域
力
ア
ッ
プ
の
目
線
で
運
営
し
て

行
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
地
域
で
運
営
会
社
を
一
か
ら
設
立
し
た
フ
ァ

ン
ド
は
、
全
国
的
に
見
て
も
稀
有
な
存
在
で
す
」

と
の
こ
と
。

　

同
社
に
は
県
内
金
融
機
関
と
と
も
に
当
所
も

出
資
を
し
て
お
り
、
倉
持 

和
司
専
務
理
事
が
社

外
取
締
役
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　
「
商
工
会
議
所
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
い
た
だ
き
、

よ
り
地
域
密
着
の
運
営
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
。
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の
維
持
・
確

保
に
、
少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
って
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支援

◎出資　◎債権保有　◎役員派遣 など

中小企業基盤整備機構
足利銀行、栃木銀行

足利小山信用金庫・栃木信用金庫・鹿沼相互信用金庫
佐野信用金庫・大田原信用金庫・烏山信用金庫

真岡信用組合・那須信用組合
栃木県信用保証協会

とちぎネットワークパートナーズ

出資

ファンド規模 ： 20億円

再生支援を
求める
中小企業

とちぎネットワークファンドの概要 とちぎ中小企業支援ネットワーク
構成機関の取り組み

商工会・商工会議所／栃木県中小企業団体中央会
栃木県信用保証協会／栃木県産業振興センター

❶ 経営の相談をしたい

商工会・商工会議所／金融機関／栃木県産業振興センター

❷ 経営に役立つ知識を習得したい

栃木県／商工会・商工会議所／栃木県信用保証協会
栃木県産業振興センター

❸ 専門家を派遣してもらいたい

栃木県弁護士会／関東信越税理士会栃木県支部連合会
日本公認会計士協会東京会栃木県会／栃木県中小企業診断士会

❹ 専門家に相談したい

金融機関／日本政策金融公庫／商工組合中央金庫
栃木県／栃木県信用保証協会

❺ 資金繰りを安定させたい

商工会・商工会議所／金融機関／栃木県産業振興センター

❻ 取引先や売上を増やしたい

栃木県中小企業再生支援協議会／認定経営革新等支援機関
栃木県経営改善支援センター／とちぎ中小企業支援ネットワーク

❼ 事業再生のために経営を立て直したい

01
再 生 支 援

03
再 生 支 援

02
再 生 支 援

01
再 生 支 援

03
再 生 支 援

02
再 生 支 援

問合せ

とちぎ中小企業支援
ネットワーク

（栃木県信用保証協会企画課内）
☎028-635-2121

http://www.cgc-tochigi.or.jp/
networksupport
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ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

オ
フィ
ス
２
０
０
３
の

サ
ポ
ー
ト
が
終
了！

　

多
く
の
企
業
が
、
業
務
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
米
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
「
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
」
と
い
う
Ｏ
Ｓ

（
基
本
ソ
フ
ト
）
を
使
って
い
ま
す
。

　
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
」
は
現
在
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

バ
ー
ジ
ョ
ン
が
発
売
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
表
１
）。

そ
の
中
で
、も
っ
と
も
長
く
使
わ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｓ
が

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
」
で
す
。
平
成
13
年
に
発

売
さ
れ
、
す
で
に
３
世
代
も
前
の
も
の
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、現
役
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｓ
で
す
。

会
員
企
業
の
皆
さ
ん
の
多
く
も
、
ま
だ
Ｘ
Ｐ
パ
ソ

コ
ン
を
使
って
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
人
気
の
高
さ
の
た
め
で
し
ょ
う
、
開
発
し

た
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
で
は
、
正
式
サ
ポ
ー
ト
期

限
を
何
度
も
延
長
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
便
宜
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
つ
い
に
、
来
年
４
月
9
日

に
、
オ
フ
ィ
ス
２
０
０
３
と
と
も
に
サ
ポ
ー
ト
終

了
と
な
り
ま
す
（
表
２
）。

　

企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
を
助
け
る
経
済
産
業
省
推
進

資
格
「
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
」
資
格
者
で
あ
り
、

県
内
の
同
資
格
者
の
団
体
「
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
と
ち
ぎ
」
代
表
幹
事
で
あ
る
福
沢
繁
さ
ん
は
、

　
「
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
と
、
対
象
製
品
へ
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
が
行
わ
れ

な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ウ
ィ
ル
ス
感

染
な
ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
の
不
具
合
に
関
し

て
も
、
ま
た
Ｏ
Ｓ
自
体
の
ト
ラ
ブ
ル
も
、
ど
の
よ

う
な
重
大
な
問
題
が
発
生
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
し

て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
警
告
し

ま
す
。

　
ソ
フ
ト
ウ
ェア
の
サ
ポ
ー
ト
の
目
的
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
不
具
合
の
修
正
や
、
新
た
に
出
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ウ
ィ
ル
ス
へ
の
対
応
が
主
な
も
の
で
す
の
で
、

こ
れ
が
終
了
し
て
し
ま
う
の
は
大
問
題
で
す
。

　
「
う
ち
は
ウ
ィ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て

い
る
か
ら
」
と
い
う
企
業
も
安
心
で
き
ま
せ
ん
。

通
常
、
Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
と
、
ウ
ィ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
も
そ
の
Ｏ
Ｓ
用
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
終
了
し
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
４
月
10
日
以
降
も
Ｘ
Ｐ
や
オ
フ
ィ
ス

２
０
０
３
を
使
い
続
け
る
と
、
や
や
オ
ー
バ
ー
な

言
い
方
を
す
れ
ば
、
丸
裸
で
家
か
ら
閉
め
出
さ

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
ひ
と
つ
に
は
、
新
し
い
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
パ
ソ
コ

ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
８
）
を
購

入
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
Ｘ
Ｐ
と
７
、

８
は
使
い
勝
手
が
大
き
く
違
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
導
入
時
に
は
研
修
な
ど
が
必
要
と
な
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
り
の
経
費
が
必
要
で

し
ょ
う
。

　

古
い
パ
ソ
コ
ン
を
Ｏ
Ｓ
だ
け
新
し
く
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
本
体
の
能
力
が
低
い

と
ト
ラ
ブ
ル
を
多
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
」

　
パ
ソ
コ
ン
Ｏ
Ｓ
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ア
ッ
プ
ル
社
の
マッ
ク
や
、リ
ナ
ッ
ク
ス（
汎

用
機
の
Ｏ
Ｓ
で
あ
る
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
を
パ
ソ
コ
ン
に
移
植

し
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
無
料
）
な
ど
、
他
の

選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。

　
「
マッ
ク
に
す
る
場
合
は
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
一 

体

で
す
の
で
、
導
入
費
用
は
か
な
り
か
か
り
ま
す
。

た
だ
、
Ｏ
Ｓ
の
バ
ー
ジ
ョン
ア
ッ
プ
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

と
比
べ
て
か
な
り
安
い
の
で
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り

ま
す
。

　

リ
ナ
ッ
ク
ス
は
、
以
前
は
か
な
り
パ
ソ
コ
ン
に
詳

し
い
人
で
な
け
れ
ば
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

近
は
一
般
の
方
が
使
って
も
違
和
感
は
あ
ま
り
な

い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
に

は
対
応
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
無
料
、
安
価
で

す
し
、
低
い
性
能
の
ハ
ー
ド
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
動

き
ま
す
か
ら
、
身
近
に
専
門
家
や
、
頼
れ
る
ソ

フ
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
が
あ
れ
ば
、
導
入
し
て
も
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

同
様
に
、
オ
フ
ィ
ス
２
０
０
３
を
最
新
バ
ー
ジ
ョ

ン
に
入
れ
替
え
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
問
題
が
あ

る
よ
う
で
す
。

　
「
実
は
、
オ
フ
ィ
ス
２
０
０
３
ま
で
と
そ
れ
以

降
で
は
、
ソ
フ
ト
の
見
た
目
や
使
い
勝
手
が
全
く

違
う
の
で
す
。
新
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
研
修
費
用
も
盛
り
込
ん
で
お
く

方
が
い
い
で
し
ょ
う
」

　

オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
は
、
福
沢
さ
ん
は
「
互
換

ソ
フ
ト
を
使
う
こ
と
も
、
検
討
さ
れ
て
は
」
と

言
い
ま
す
。

　
「
オ
フ
ィ
ス
互
換
ソ
フ
ト
は
、
性
能
が
よ
く
安

価
な
も
の
（
無
料
の
も
の
も
あ
り
ま
す
）
が
あ

り
ま
す
。
日
常
業
務
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
う
いっ

た
互
換
ソ
フ
ト
で
も
間
に
合
う
の
で
す
」

　

た
だ
し
「
完
全
な
互
換
ソ
フ
ト
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
の
こ
と
。
ワ
ー
ド
で
あ
れ
ば
レ
イ
ア
ウ
ト

が
ず
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
エ
ク
セ
ル
の
場
合
は
マ
ク

ロ
が
使
え
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で

す
。「
い
き
な
り
す
べ
て
の
パ
ソ
コ
ン
を
互
換
ソ
フ

ト
に
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
ま
ず
１
台
で
試

し
て
み
て
、
自
社
業
務
に
大
き
な
影
響
が
出
な

い
よ
う
で
あ
れ
ば
導
入
を
検
討
さ
れ
る
と
い
い
で

し
ょ
う
」

　

在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
企
業
独
自
に
開

発
し
た
ソ
フ
ト
も
、
Ｘ
Ｐ
以
外
の
Ｏ
Ｓ
で
正
常
に

動
く
か
ど
う
か
、
調
べ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
周
辺
機
器
（
プ
リ
ン
タ
ー
、
バ
ー
コ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
な
ど
）
も
使
用
で
き
る
か
ど
う
か
、

チ
ェッ
ク
が
必
要
で
す
。

　
「
つ
ま
り
、
Ｏ
Ｓ
の
入
れ
替
え
は
、
会
社
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
全
体
の
見
直
し
が
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

逆
に
、
そ
れ
が
業
務
見
直
し
の
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

オ
フ
ィ
ス
ソ
フ

ト
で
言
え
ば
、
日
常
業
務
で
使
う
機
能
は
、
全

機
能
の
数
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
あ
れ

ば
、
能
力
は
低
く
て
も
、
安
価
な
互
換
ソ
フ
ト
で

十
分
で
し
ょ
う
。
ま
た
自
社
開
発
ソ
フ
ト
も
、
そ

の
機
能
や
内
容
な
ど
を
、
必
要
性
ま
で
含
め
て

再
検
討
す
る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　

と
は
い
え
、
一
般
の
企
業
に
は
専
門
知
識
の
あ

る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
何
を
ど

う
考
え
れ
ば
い
い
か
が
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
「
信
頼
で
き
る
ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
や
パ
ソ
コ
ン
販
売

会
社
、
そ
れ
に
私
ど
も
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に

ご
相
談
い
た
だ
け
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
は
、
も
と
も
と
『
一 

般
企

業
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
企
業
と
の
橋
渡
し
』
が
役

割
で
す
か
ら
、
第
三
者
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
で
き

る
と
思
い
ま
す
」

　

半
年
先
に
迫
っ
た
サ
ポ
ー
ト
終
了
。
買
い
替
え

る
に
せ
よ
、
別
の
対
応
を
す
る
に
せ
よ
、
か
な
り

の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
今
の
う
ち
に

検
討
し
、
で
き
る
だ
け
早
い
対
応
を
し
て
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
の
会
社
で
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
環
境
の
早
急
な
見
直
し
を
！

　「ウィンドウズＸＰ」と「オフィス２００３」が来年4月9日
にサポート終了となります。現在も多くの企業で使用さ
れているため、会社のパソコン環境を大きく変えること
になると思われます。その影響と対策について、ＩＴコー
ディネータとちぎの福沢繁代表幹事に聞きました。

特集2
会社のパソコン環境

特集2／会社のパソコン環境

※パソコンＯＳのみ

Windows 8

Windows 7

Windows Vista

Windows XP

Windows 2000

Windows 98

Windows 95

Windows 3.1

2014年４月９日で
サポートが終了するMicrosoft社製品

1992年

1995年

1998年

2000年

Windows ME2000年

2001年

2007年

2009年

2012年

ウィンドウズの主なバージョン

InfoPath 2003

Publisher 2003

Outlook 2003

Access 2003

PowerPoint 2003

Word 2003

Excel 2003 ／表計算ソフト

／ワープロソフト

／データベースソフト

／メールソフト

／印刷物作成ソフト

／文書管理ソフト

／プレゼンテーションソフト

Windows XPOS

アプリケーション

アプリケーション

アプリケーション

アプリケーション

アプリケーション

アプリケーション

アプリケーション

表1

表2

ＩＴコーディネータとちぎ
代表幹事

福沢   繁 氏  

ま
だ
ま
だ
健
在

「
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
」

「
オ
フ
ィ
ス
２
０
０
３
」

サ
ポ
ー
ト
終
了
に
よ
り

何
が
変
わ
る
の
か

対
策
の
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

「
オ
フ
ィ
ス
」切
り
替
え
に
は

 

研
修
が
不
可
欠

問合せ

ＩＴコーディネータとちぎ
（㈱ＩＴ経営センターとちぎ内）

那須塩原市埼玉３２５-２０
☎0287-60-5260

ウィンドウズＸＰ、オフィス２００３のサポートが終了！
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９
月
14
日（
土
）に
ス
ポ
ー
ツ
事

業
例
会（
３
部
構
成
）を
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
１
部
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
地
域
活
性
化
の
成
功
例
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
新
潟
市
に
赴
き
、

充
実
し
た
施
設（
ビ
ッ
ク
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
・
ハ
ー
ド
オ
フ
ス
タ
ジ

ア
ム
）を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
実
際
に
体
感
す
る
こ
と

で
、
今
後
の
活
動
手
法
や
姿
勢
を

改
め
て
考
え
直
す
良
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、「
地
域
と
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
る
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
リ
ー
グ
代
表
の
村

山
哲
二
氏
に
よ
る「
ス
ポ
ー
ツ
が
地

域
に
も
た
ら
す
も
の
」を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
45
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
宮
城
全
国
大
会
が
９
月

５
日（
木
）
〜
６
日（
金
）に
仙
台
市

で
開
催
さ
れ
、
当
所
女
性
部
か
ら

は
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
仙
台
市
体
育
館

に
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
な
ど
約

３
、５
０
０
人
の
方
々
が
参
加
。
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
他
の
地
域
で
活
躍

す
る
女
性
会
の
事
例
発
表
、
先
進

的
な
事
業
展
開
で
女
性
起
業
家
と

し
て
活
躍
を
す
る
方
に
向
け
た
女

性
起
業
家
大
賞
の
授
与
式
等
が
行

　

ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
と
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
、
郷
土
愛

が
浸
透
し
て
い
き
、
そ
れ
が
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

第
３
部
は
、
新
潟
県
加
茂
市
産

業
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
全
国

大
会
と
ち
ぎ
宇
都
宮
大
会
の
Ｐ
Ｒ

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
元
開
催
の
全
国
大
会
に
向
け

て
、
よ
り
一
層
の
協
力
と
一
致
団
結

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
心
に
刻
む

貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
は「
相
互
協
力
」と「
自
助
努

力
」で
自
分
の
器
を
広
げ
経
営
力
を

高
め
、
地
域
貢
献
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
事
業
推
進
委
員
会
委
員
長　

神
宮   

祥
臣
）

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
い
ろ
い

ろ
な
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
、

新
し
い
情
報
を
得
る
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
、
東
北
大
学

加
齢
医
学
研
究
所
教
授
の
川
島
隆

太
氏
に「
脳
を
知
り
、
脳
を
育
み
、

脳
を
鍛
え
る
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
健
康
で

い
つ
づ
け
る
た
め
の
、
脳
の
活
性

化
の
重
要
性
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法

な
ど
を
分
り
や
す
く
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
の
帰
途
に
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
を
大
き
く
受
け

た
名
取
市
閖ゆ
り
あ
げ上
地
区
の
関
係
者
が

仮
設
店
舗
で
立
ち
上
げ
た
、
閖
上

さ
い
か
い
市
場
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

市
場
は
仮
設
店
舗
が
連
な
る
商

店
街
で
、
名
取
市
商
工
会
の
郷
古

課
長
か
ら
被
災
時
の
こ
と
や
復
旧

お
よ
び
現
在
の
状
況
等
に
つ
い
て

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
参
加
し
会
員
同
士
の

懇
親
を
深
め
る
良
い
機
会
に
も
な

り
、　

た
い
へ
ん
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

（
副
会
長　

今
井  

キ
ヨ
）

９
月
ス
ポ
ー
ツ
事
業
例
会
を
開
催

第
45
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

宮
城
全
国
大
会
に
参
加

青
年
部
だ
よ
り

女
性
部
だ
よ
り

大田原市で開催された
栃木県商工会議所議員大会

平
成
25
年
6
月
に

ご
加
入
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
入
会
員
の
紹
介

（平成25年6月1日～6月30日加入分　順不同・敬称略）   ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

事業所の名称 所 在 地 電   話 取扱品目
カイタイ栃木㈱ 宇都宮市清原台4-8-18 667-5077 建物解体、外構工事

㈱ティーエスケー 宇都宮市台新田町164-8 666-6536 総合防水工事

ＲＥＸ 宇都宮市駒生町1249-1 BステージﾞA105 612-2880 車輌電装、修理工事

㈱Ｋ－ハウス 宇都宮市簗瀬1-19-10 612-6442 住宅建築、リフォーム工事

㈱ＯＰＥＮｆｏｒ 宇都宮市千波町17-11 SOCO 2,3F        - アプリケーション開発等

㈱健康ランド南大門 宇都宮市今泉3-2-18 627-3111 健康ランド

㈱インターテクノ建設 宇都宮市インターパーク1-19-11 655-3761 土木工事

㈱中本商事 宇都宮市上大曽町398-1 ブルースカイビル6F 680-7575 内装工事

㈱ピースノート 宇都宮市鶴田町1427 680-6380 一般住宅解体等

㈲右京 宇都宮市ゆいの杜6-4-30 670-5522 ラーメン、餃子

宇都宮産興警備保障㈱ 宇都宮市鶴田町167 648-9691 警備

ＢＡＲ ｃｒａｉｃ 宇都宮市江野町7-2トキタヤビル2F 666-6838 カクテル

伊藤電設 宇都宮市岩曽町1375-3 660-8879 住宅電気工事

あかぬまクリニック 宇都宮市新里町1608-15 612-3370 内科、小児科、皮膚科

Ｋｕｂｏｔａシーリング 宇都宮市下岡本町4560-8 ホワイトハウス202 090-1461-5735 シーリング防水工事、ウレタン、シート等

鈴木シーリング 宇都宮市若草4-15-13プリエネージュA102 612-5568 シーリング防水工事、ウレタン、シート等

荒牧りんご園 宇都宮市石那田町416 669-2528 りんご、桃ジュース製造販売

㈱産業機械システムズ 宇都宮市西川田5-4-18 678-9874 産業機械の設計、製造、販売

フォルトゥーナ㈱ 宇都宮市二荒町5-4アルフォンスビルB1F 678-3693 衣料品

旨辛ダイニングまんねん 宇都宮市池上町4-6 634-9000 居酒屋

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

国
や
県
な
ど
へ
の
提
言・要
望
を
決
議

第
50
回
栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会

　

栃
木
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会

が
９
月
11
日（
水
）、県
内
９
商
工
会

議
所
の
役
員
・
議
員
や
県
内
選
出
国

会
議
員
、栃
木
県
知
事
、日
本
商
工

会
議
所
な
ど
4
0
0
人
が
出
席
し
、

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は「
実
効
性
の
高
い
中

小
企
業
対
策
の
推
進
」と「
活
力
あ

る
〝
と
ち
ぎ
〟
づ
く
り
の
推
進
」

を
柱
と
す
る
国
や
県
な
ど
へ
の
提

言
・
要
望
事
項
を
全
会
一
致
で
決
議

し
た
ほ
か
、功
労
役
員
・
議
員
、職

員
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

【
提
言
・
要
望
事
項
】

「
実
効
性
の
高
い
中
小
企
業
対
策
の

推
進
」

～
中
小
企
業
の
明
る
い
未
来
の
た

め
に
～

① 

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

② 

金
融
対
策
に
つ
い
て

③ 

税
制
対
策
に
つ
い
て

④ 

産
業
振
興
策
に
つ
い
て

「
活
力
あ
る
〝
と
ち
ぎ
〟
づ
く
り
の

推
進
」

～
元
気
で
住
み
よ
い
郷
土
〝
と
ち

ぎ
〟
を
目
指
し
て
～

① 

地
域
振
興
に
つ
い
て

② 

観
光
振
興
策
に
つ
い
て

③ 

道
路
整
備
に
つ
い
て

④ 

危
機
管
理
対
策
に
つ
い
て

【
大
会
宣
言
】

一
、 

地
域
経
済
の
代
表
者
と
し
て
の

自
覚
と
誇
り
を
持
ち
行
動
す
る
。

一
、 

常
に
自
ら
が
実
践
す
る
こ
と
を

理
念
に
事
業
を
展
開
す
る
。

一
、 

魅
力
あ
る
地
域
の
創
造
を
目
指

し
常
に
挑
戦
す
る
。

【
表
彰
者
】（
当
所
分
の
み
掲
載
）

［
県
連
会
長
表
彰
］

（
就
任
６
年
）

副
会
頭　

増
渕
正
二
様

常
議
員　

加
治
康
正
様

議
員　

長
谷
川
静
夫
様

（
法
人
）東
一
宇
都
宮
青
果
㈱
様

視察で訪れた、閖上さいかい市場
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北村会頭に要望書を提出する、加治委員長（中央）と
増山副委員長（右）

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

北
村
会
頭
に
要
望
書
を
提
出

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

　

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
は
、

平
成
23
年
度
か
ら「
国
際
化
社

会
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
支
援
」を
調
査
研

究
テ
ー
マ
と
し
、
協
議
検
討

と
海
外
進
出
支
援
セ
ミ
ナ
ー

の
後
援
・
協
力
を
中
心
に
、

各
種
事
業
の
展
開
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
作
成

し
た
提
言
書
を
９
月
９
日

（
月
）、
加
治
委
員
長
・
増
山
副
委
員

長
か
ら
北
村
会
頭
に
提
出
し
ま
し
た
。

【
提
言
書
の
概
要
】

　

今
や
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
海
外

戦
略
は
重
要
な
経
営
戦
略
の
一
つ
で

す
。
日
本
国
内
は
少
子
高
齢
化
の
進

行
で
内
需
の
拡
大
は
見
込
み
づ
ら
い

一
方
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
新
興

国
に
は
旺
盛
な
消
費
が
望
め
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
県
内
に
お
い
て
も
市

場
の
開
拓
、
労
働
力
の
確
保
等
を
目

的
に
海
外
展
開
を
し
て
い
る
企
業
も

多
く
み
ら
れ
、
今
後
も
増
え
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に
つ

い
て
今
後
の
事
業
展
開
に
考
慮
さ
れ

る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

① 

ジ
ェ
ト
ロ
を
は
じ
め
と
す
る
公
的

支
援
機
関
の
積
極
的
な
活
用
と
、

海
外
進
出
に
関
す
る
情
報
収
集
と

提
供
を
中
心
に
海
外
展
開
の
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
を
。

② 

企
業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴

い
、
留
学
生
を
含
む
高
度
外
国
人

材
へ
の
ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま
っ
て

い
る
と
と
も
に
、
留
学
生
も
日
本

で
の
就
労
を
希
望
し
て
お
り
、
留

学
生
と
企
業
が
出
会
え
る
よ
う
な

機
会
の
創
出
を
。

③ 

宇
都
宮
市
と
の
姉
妹
都
市
を
は
じ

め
と
し
て
、
海
外
の
経
済
ミ
ッ

シ
ョ
ン
団
や
商
工
会
議
所
・
企
業

等
が
来
日
し
た
際
に
は
、
交
流
の

機
会
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
。

北村会頭に提言書を提出する、
藤原委員長（中央）と武藤副委員長（右）

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

北
村
会
頭
に
提
言
書
を
提
出

ひ
と
づ
く
り
委
員
会

　

ひ
と
づ
く
り
委
員
会
は
９
月
30
日

（
月
）、「
社
内
に
お
け
る
人
材
育
成

（
社
員
教
育
）」を
テ
ー
マ
と
す
る
委

員
企
業
５
社
の
事
例
研
究
を
含
め

た
活
動
内
容
報
告
書
お
よ
び
提
言

書
を
、
藤
原
委
員
長
・
武
藤
副
委

員
長
か
ら
北
村
会
頭
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

各
企
業
の
事
情
が
異
な
り
、
社

会
情
勢
の
変
化
が
激
し
い
中
、
問

題
を
す
ぐ
に
解
決
へ
と
導
く「
画
一

し
た
方
法
」は
な
い
が
、
創
業
者
の

精
神
・
経
営
理
念
に
立
ち
返
り
、

他
社
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

自
社
に
適
し
た
施
策
を
見
出
し
、

人
材
育
成
に
継
続
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
ふ
ま
え
、

次
の
提
言
を
し
ま
し
た
。

【
提
言
項
目
】

◎
経
営
者
・
後
継
者
に
対
し
、

人
材
育
成
に
お
い
て「
創
業
精

神
」や「
経
営
理
念
」を
統
一
・

徹
底
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性

を
認
識
さ
せ
る
こ
と
。

◎
企
業
が
行
う
人
材
育
成
に

お
い
て
、「
不
足
す
る
も
の
」や

「
よ
り
効
果
的
に
な
る
も
の
」

を
補
完
す
る
こ
と
。

◎
人
材
育
成
の
事
例
を
数
多
く
収

集
し
、
参
考
情
報
と
し
て
会
員
企

業
に
提
供
す
る
こ
と
。

◎「
ひ
と
づ
く
り
相
談
窓
口
」を
設

置
し
、
人
材
育
成
に
関
す
る
相
談

に
対
応
す
る
こ
と
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

平
成
26
年
度
新
規
採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

新
規
採
用
職
員

【
募
集
人
数
】若
干
名

【
職
務
内
容
】商
工
会
議
所
事
業
の

事
務
全
般

【
受
験
資
格
】受
験
す
る
年
度
内
に

高
等
学
校
ま
た
は
大
学
を
卒
業
見

込
み
の
方
、
ま
た
は
卒
業
後
3
年

以
内
の
方

【
試
験
内
容
】①
１
次
試
験（
応
募
者

全
員
）　

教
養
試
験
、
作
文
試
験

②
２
次
試
験（
１
次
試
験
通
過
者
）

適
性
・
性
格
検
査
、
面
接
試
験 

【
受
付
期
間
】10
月
10
日（
木
）
〜
10

月
16
日（
水
） 

郵
送
の
場
合
は
10
月

16
日（
水
）必
着 

【
提
出
書
類
】①
宇
都
宮
商
工
会
議

所
を
志
望
す
る
理
由
書 

（
様
式
は

問
わ
ず
）

②
履
歴
書（
用
紙
は
市
販
の
も
の
で

可
、
提
出
日
前
６
カ
月
以
内
の
本

人
の
写
真
添
付
） 

【
試
験
日
時
】①
１
次
試
験　

10
月

25
日（
金
）午
前
９
時
20
分
〜  

②
２
次
試
験　

11
月
18
日（
月
）午

前
９
時
〜 

【
試
験
会
場
】当
所
２
階
会
議
室 

※
詳
細
は
、
本
号
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

平
成
25
年
度
第
２
回
常
議
員
会
を
開
催

常
議
員
会

　

平
成
25
年
度
第
２
回
常
議
員
会

を
９
月
17
日（
火
）、
市
内
ホ
テ
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。会
議
で
は
、「
宇

都
宮
商
工
会
議
所
議
員
選
挙
選
任

規
約
に
基
づ
く
部
会
に
対
す
る
２

号
議
員
割
当
の
定
数
」「
役
員
推
薦

委
員
会
の
設
置
並
び
に
委
員
の
選

任
」「
東
西
基
幹
公
共
交
通（
Ｌ

ＲT

）の
事
業
推
進
に
係
る
要
望
」な

ど
４
議
案
が
諮
ら
れ
、
い
ず
れ
も

満
場
一
致
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
業
振
興
委
員
会
の
深
澤

委
員
長
か
ら
農
商
工
連
携
推
進
事
業

に
関
す
る
提
言
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
委

員
会
の
加
治
委
員
長
か
ら
委
員
会
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
関
す
る
要
望
書
を
宇
都
宮
市
長
に
提
出

東
西
基
幹
公
共
交
通（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）の
事
業
推
進
に
係
る
要
望

　

当
所
は
、
宇
都
宮
市
が
今
年
3

月
に
公
表
し
た「
東
西
基
幹
公
共
交

通
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」を

受
け
て
、
そ
の
事
業
推
進
に
関
す

る
課
題
や
提
案
を
取
り
ま
と
め
た

「
要
望
書
」を
９
月
17
日（
火
）、
宇

都
宮
市
役
所
で
、
北
村
会
頭
か
ら

佐
藤
市
長
に
手
渡
し
、
要
望
事
項

を
十
分
に
考
慮
し
た
事
業
推
進
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
要
望
書
」を
取
り
ま

と
め
た
東
西
基
幹
公
共
交
通
に
関

す
る
部
会
長
・
委
員
長
合
同
会
議

議
長
の
須
賀
副
会
頭
、
合
同
会
議

委
員
の
中
津
委
員
長
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
の
宇
都
宮
ま
ち
づ
く
り
推
進

機
構「
ま
ち
づ
く
り
と
交
通
部
会
」

の
森
本
部
会
長
に
も
ご
同
行
い
た

だ
き
、
佐
藤
市
長
お
よ
び
同
席
さ
れ

た
総
合
政
策
部
の
手
塚
部
長
、
本
橋

参
事
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備
推
進
室
の
酒
井

室
長
と
懇
談
し
ま
し
た
。

【
要
望
項
目
】

①「
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
次
世
代
型
路
面
電
車
）

を
中
核
と
す
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」を
、
宇
都
宮
市
全
体
の「
将

来
の
望
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り（
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）」

を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

②
市
民
、
周
辺
自
治
体
を
含
む
関
係

機
関
、
交
通
事
業
者
、
再
開
発
事
業

者
、
特
別
利
害
関
係
者
等
へ
の「
丁
寧

で
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
合
意
形

成
・
計
画
調
整
」を
早
急
に
図
る
こ
と

③
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
方

面
の
早
期
着
工
、
特
に「
Ｊ
Ｒ
宇
都

宮
駅（
東
西
口
）と
東
武
宇
都
宮
駅
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
結
節
」を
早
期
に
実

現
す
る
こ
と

④「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
社
会
経
済
効
果
」に
つ
い

て
充
実
し
た
情
報
提
供
を
す
る
こ
と

⑤
そ
の
他
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
の

留
意
事
項

右から佐藤市長・北村会頭・須賀副会頭
中津委員長・森本部会長
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中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的
機
関

で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

宇
都
宮
商
工
会
議
所 

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

第一次対応第二次対応

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

●	

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

●	

支
援
施
策
の
紹
介

●	

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

専
門
家
チ
ー
ム
が

再
生
計
画
の
策
定
を
支
援

●	

再
生
手
法
の
検
討
→
再
生
計
画

　
の
策
定

●	

債
権
者
間
調
整
〜
合
意

※金融機関も独自に中小企業支援コンサルティングを行なっており、その過程で再
　生支援協議会を紹介されることもあります。

再
生
計
画
を
策
定
し
て

金
融
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
場
合

再
生
計
画
ス
タ
ー
ト

● 

再
生
計
画
の
進
捗
状
況
を
サ
ポ
ー
ト

宇都宮商工会議所

会員確認
の依頼

会員確認書
の発行

会員確認書
持参の上
融資申込

融資可否
決定・実行

提携金融機関

会員事業所

1

2

4

3

提携金融機関の
ビジネスローン商品名と会員メリット

（平成25年9月末現在）

足利銀行  ☎028-626-0526
◎「スピードライン、グッドリテール」取扱手数料無料

鹿沼相互信用金庫  ☎028-648-2211　 
◎会員向けオリジナル商品　

烏山信用金庫  ☎028-636-6611　　　 
◎「からしんビジネスローン」金利0.25%優遇　

群馬銀行  ☎028-634-7181　　　　 
◎「ぐんぎんスモールビジネスローン」金利0.2%優遇・
　審査結果を原則翌営業日に回答

商工中金  ☎028-633-8191　　　　　 
◎「商工会議所提携ローン」金利0.1%優遇

筑波銀行  ☎028-633-1361 
◎会員向けオリジナル商品

栃木銀行  ☎028-633-1241　　　　　 
◎「とちぎんビジネスマックス」金利0.2%優遇

栃木信用金庫  ☎028-633-2111　　　 
◎「とちしん商工会員応援ローン」金利0.25%優遇

東日本銀行  ☎028-634-9131　　　 
◎「スーパービガー、ニュービガー」取扱手数料無料、金利優遇

三菱東京ＵＦＪ銀行  70120-250-587
◎「ビジネスローン融活力」金利0.25%優遇

　

当
所
で
は
市
内
の
10
金
融
機
関
と
提

携
し
、
会
員
向
け
の
特
別
融
資
制
度
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
融
資
制
度
の

特
徴
は
、
当
所
会
員
が
提
携
し
た
金
融

機
関
へ
提
携
商
品
の
融
資
を
申
し
込
み

実
行
さ
れ
る
場
合
、
金
利
や
手
数
料
な

ど
が
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
の
た
め
の
共
通
条
件
と

提
携
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

 

お
申
し
込
み
の
た
め
の
共
通
条
件

①
当
所
の
会
員
で
会
費
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
。

②
各
種
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※ 

そ
の
他
各
金
融
機
関
に
よ
っ
て
個
別

の
お
申
し
込
み
条
件
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

 

お
申
し
込
み
方
法

①
当
所
経
営
支
援
部
に「
宇
都
宮
商
工

会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
会
員
確
認
書
」

の
発
行
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
原

則
そ
の
場
で「
会
員
確
認
書
」（
無
料
）を

発
行
し
ま
す
。

②
融
資
を
希
望
す
る
提
携
金
融
機
関
へ

必
要
書
類
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
い
た

上
で
、「
会
員
確
認
書
」を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

③
金
融
機
関
で
審
査
の
上
、
融
資
実
行

の
可
否
が
決
定
し
ま
す
。

　

 

注
意
事
項（
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
）

①「
会
員
確
認
書
」と
は
、
本
制
度
の
利

用
を
希
望
す
る
方
が
、
当
所
会
員
で
あ

る
こ
と
お
よ
び
会
費
の
未
納
が
な
い
こ

と
を
金
融
機
関
へ
お
知
ら
せ
す
る
も
の

で
す
。
※「
会
員
確
認
書
」は
融
資
申
込

金
融
機
関
毎
に
必
要
と
な
り
ま
す（「
会

員
確
認
書
」の
有
効
期
限
は
発
行
か
ら

１
カ
月
以
内
で
す
）。

②
お
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
別
途
必
要

と
な
る
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
各
金
融
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
は
融
資
の
実
現
を
お
約
束

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
金
融
機

関
の
審
査
に
よ
っ
て
は
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

宇
都
宮
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
（
会
員
向
け
特
別
融
資
制
度
）

12

3
経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

地
域
や
業
界
と
商
工
会
議
所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

宇
都
宮
商
工
会
議
所
振
興
委
員

　

当
所
事
業
の
普
及
や
地
域
お
よ

び
業
界
動
向
の
把
握
、
各
種
調
査
へ

の
協
力
な
ど
、
会
員
の
皆
さ
ま
と

商
工
会
議
所
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
25
人
の
方
を
振
興
委
員
に

委
嘱
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

氏  名 事 業 所 名  所 在 地  電   話

宇都宮商工会議所振興委員
（敬称略・順不動）

池田　勇介 （株）アイ・シー・エス 下戸祭１-９-１６ 643-3377

市村　耕三 ヘアーサロンカワワ 駅前通り３-１-１１ 634-9661

岡田　俊光 （有）マルオカ商店 峰町２８０ 634-8701

小古山　峯雄 アド・エイディアイ 上戸祭町２９３６-２５ 624-5955

尾野　　哲 オノオフィス 富士見が丘１-３-１０ 621-2822

柿沼　康夫 前田クリーニング商会 中央５-１７-４ 634-6051

菊地　芳弘 （有）カメラのカズサヤ 陽東４-３-２７ 662-6960

杉山　　猛 （有）盤石荘 大谷町１２２８ 652-0524

長島　俊夫 （有）堺屋商店 江野町７-８ 633-2073

峰岸　和正 峰岸商店 大通り１-１-１２ 622-3491

相澤　美知子 （有）オーヴァル 塙田２-５-５ 627-8783

五十嵐　賢 （有）マルシン靴店 西１-２-２ 633-6050

今井　キヨ （株）松本 材木町４-２ 633-2488

佐藤　勝一 （有）鏡池堂 馬場通り２-３-１４ 634-9863

鈴木　明子 トレビアン美容室 竹林町６０１-１ 627-1056

田中　正司 日東燃機工業（株） 泉が丘５-８-１５ 661-6271

松平　吉弘 インテリア松平 緑３-２-６ 658-0651

山室　正志 （株）東武宇都宮百貨店 宮園町５-４ 651-5810

今泉　知明 鳥貞（有） 中央１-６-９ 633-4105

遠藤　直三郎 エンドー写真スタジオ 鶴田３-２-７ 648-4838

大森　一男 （有）吉澤組 岩本町５２４ 624-8407

塩生　忠義 朝日屋呉服店 みどり野町１８-２０ 653-5298

重原　嘉久 （有）重原精機 上桑島町１４６５-４０ 656-2300

瀧野　光太郎 滝野屋米店 泉が丘１-１７-２３ 661-4903

中村　芳雄 中村会計事務所 南大通り４-１-２３ 612-2083

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

異
業
種
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
間
の
交
流
促

進
に
よ
り
、地
域
の
農
産
物
・
人
材
・

技
術
そ
の
他
の
資
源
を
有
効
に
結

び
つ
け
る
こ
と
で
、
宇
都
宮
の
農

産
物
の
需
要
拡
大
と
産
業
の
振
興
・

活
性
化
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

異
業
種
交
流
に
関
心
の
あ
る
農

商
工
業
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

10
月
30
日（
水
）

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
30
分

【
会
場
】道
の
駅
う
つ
の
み
や「
ろ
ま

ん
ち
っ
く
村
」麦
の
楽
園

【
内
容
】

◎
講
演
会

「
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
発　

農
村
地
域

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

（
仮
）」講
師
：
（
株
）フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
代
表
取
締
役　

松
本
譲
氏

◎
交
流
会　

  

平
成
25
年
度
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
促
進
事
業
採
択
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

試
食
会

【
定
員
・
参
加
費
】

50
人
・
無
料

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
10
月
25
日

（
金
）ま
で
に
、
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
参
加
申
込
書
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http
://w

w
w

.u-ag
rinet.jp

/
m

eeting/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

【
申
込
先
】

う
つ
の
み
や
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局（
宇
都
宮
市
経
済
部
農
業
振

興
課
）

1
６
３
２-

２
８
４
３

5
６
３
９-

０
６
１
８

E-m
ail

：info@
u-agrinet.jp



■産学連携相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 産学連携に関すること
相談員	 宇都宮大学准教授、コーディネーター等	 　
申　込	 申し込みを受付後、希望日を調整して訪問します
問合せ	 地域振興部

■メンタルヘルス相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 従業員のメンタルヘルス問題の対処方法、
	 組織内のメンタルヘルス対策取り組み方法など
対　象	 会員企業の経営者、人事・総務担当などの管理職
相談員	 産業カウンセラー
問合せ	 地域振興部

■企業年金相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員	 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ	 総務部

■税務相談
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容	 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、�相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員	 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ	 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 11月2日  午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） ・一日知財窓口（毎月第3金曜日・要予約）
日　時	 10月18日、11月1日　午後１時30分〜４時30分
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※一日知財窓口は、事前に栃木県産業振興センター（☎670-2617）への
　予約が必要です。

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、

あなたの相談に応じます。

会場  法律・発明相談 ・ 一日知財窓口 ・ メンタルヘルス相談は
　　                           宇都宮商工会議所  ☎637-3131

商工会議所共済制度

1415 October2013

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

10
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

10
月
22
日（
火
）

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

宇
都
宮
営
業
所

☎
6
3
7-

7
6
7
0

　

当
所
で
は
10
～
11
月
に
共
済
福

祉
制
度
引
受
会
社
で
あ
る
ア
ク
サ

生
命
と
共
同
で
、
全
国
統
一
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
当

所
職
員
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
社
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
検
討

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
中
の
会
員

サ
ー
ビ
ス
と
し
て「
保
険
証
券
分

析
」を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
現
在
ご
加
入
の
保

険
内
容
が
、
ご
自
身
に
合
っ
た
も

の
か
ど
う
か
の
確
認
の
お
手
伝
い

を
、
ア
ク
サ
生
命
が
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、

「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
10

～
11
月
に
実
施
し
ま
す
。
本
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、「
商
工
会
議
所
福

祉
制
度
」を
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご

理
解
い
た
だ
き
、
会
員
事
業
所
の

福
祉
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ
く

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
」は
、

経
営
者
・
役
員
の
皆
さ
ま
の
保
障

や
退
職
金
準
備
他
、
入
院
・
介
護
・

老
後
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
保
障

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

※「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」は
、

商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制

度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し
全

国
各
地
の
商
工
会
議
所
お
よ
び
ア

ク
サ
生
命
保
険
㈱
に
よ
り
運
営
さ

れ
て
い
る
組
織
で
す
。

オリジナルスマリング 新米２Ｋｇ

【AXA-C-130917】

う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

保
険
証
券
分
析
で
粗
品（
新
米
２
Ｋｇ
）！

ご
成
約
で
商
工
会
議
所
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
マ
リ
ン
グ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

宮
っ
こ
の
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
！

【
日
時
】

12
月
21
日（
土
）午
前
10
時
〜

【
会
場
】

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

（
宇
都
宮
市
大
通
り
２-

４-

６
）

【
出
題
範
囲
】

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
問
題
集
２
５
０
」

「
過
去
問
題
」等
か
ら
80
％
程
度
。

そ
の
他
時
事
問
題
や
カ
ク
テ
ル
に

関
す
る
問
題
等
と
あ
わ
せ
て
全

１
０
０
問
。
80
点
以
上
で
合
格
と

　

第
９
回
を
迎
え
る「
宮
の
も
の
知

り
達
人
検
定
試
験
」を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
検
定
試
験
は
、
宇
都
宮
に
関
す

る
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
観
光
、
暮

ら
し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知

識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、「
お
も
て

な
し
力
」を
向
上
さ
せ
て
い
た
だ
く

た
め
の
検
定
で
す
。

　

第
９
回
試
験
で
は
、
宇
都
宮
の
カ

ク
テ
ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
問
題
や
映

像
を
利
用
し
た
問
題
を
出
題
予
定
で

す
！  

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

第
９
回
宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
試
験

な
り
ま
す
。

【
受
験
料
】

◎
一
般　
　

 　

１
０
０
０
円

◎
高
校
生
以
下　

５
０
０
円

【
申
込
期
間
】

11
月
１
日（
金
）か
ら
申
し
込
み
を

開
始
し
ま
す
。
な
お
、
申
込
書
は

当
所
お
よ
び
宇
都
宮
市
役
所
に
て

配
布
を
し
ま
す
。

【
受
験
者
特
典
】

　

試
験
終
了
後
、
恒
例
と
な
っ
た

う
つ
の
み
や
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会

に
よ
る「
ま
ち
あ
る
き
」イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
宇
都
宮
の
歴
史

を
ガ
イ
ド
の
案
内
で
巡
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
費
は
無
料
で
す（
先

着
30
人
）。

　

詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp

://w
w

w
.u

-cci.o
r.jp

/
m

onoshiri/index.htm
l

）



会員情報局

6,300

6,237 3028-627-9182
info@caseeca.com     www.caseeca.com

栃木県宇都宮市馬場通り1-1-1シティタワー宇都宮1F

カシカ株式会社

◎栃木県立博物館 ☎634-1311�
企画展「弥生人の祈り－東国の再葬墓」
11月24日（日）まで
記念講演会として明治大学教授石川日出志氏の「弥生再埋葬の世界」
が10月26日（土）に行われるほか、企画展関連の展示解説がある。
一般＝250円／大高生120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
企画展「川端康成コレクションと東山魁夷知識も理屈もなく、私は
ただ見てゐる。」
11月4日（月・祝）まで
川端と東山の交流を軸に、それぞれが愛した美術品と、両家ゆかりの東
山作品を一堂に展観。美を語らうことについての展覧会。（同館ＨＰより）
一般＝900円／大高生＝700円／小・中学生500円

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
とちぎアート・ドキュメント  みる、ふれる、きくアート－感覚で楽しむ美術
11月2日（土）～12月23日（月・祝）
アートは目で楽しむもの。しかし、触覚や聴覚、嗅覚など他の器官も同
時に使って視ることで、我々の記憶や体験と結びつきより深く作品を感
じることになるかもしれない。14作家、約60点を展示。（同館HPより）
一般＝800円／大高生500円／中学生以下無料
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「天地人」 広告の申し込み・問合せは
 カシカ株式会社（旧 ㈲レザール広告事務所）

☎627-9182 
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

−がんばる経営をお手伝いします−
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書をFAXで送信します。

　
総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

　

大
森
貝
塚
の
発
見
で
日
本
史
に
登
場
す

る
モ
ー
ス
は
、意
外
に
も
考
古
学
者
で
は
な

く
生
物
学
者
で
す
。明
治
初
頭
の
い
わ
ゆ
る

「
お
雇
い
外
国
人
」と
し
て
、１
８
７
７（
明

治
10
）年
か
ら
約
２
年
間
、東
京
大
学
で
教

き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
間
、日
本
各
地

を
精
力
的
に
旅
行
し
た
記
録
が
本
書
で
す
。

１
９
１
７（
大
正
６
）年
に
出
版
さ
れ
、日

本
で
も
１
９
２
９（
昭
和
４
）年
に
全
訳
が
、

１
９
３
９（
昭
和
14
）年
に
抄
訳
が
出
ま
し

た
。本
書
は
そ
の
抄
訳
版
で
す
。

　

本
書
で
紹
介
さ
れ
る「
日
本
」や「
日
本

人
」は
、い
ず
れ
も
優
し
く
、あ
け
っ
ぴ
ろ
げ

で
、純
朴
で
す
。モ
ー
ス
は
し
ば
し
ば
母
国

ア
メ
リ
カ
と
日
本
と
を
比
較
し
て
驚
嘆
し
、

日
本
の
美
点
を
力
説
し
ま
す（
駅
馬
車
の

御
者
の
乱
暴
さ
と
、人
力
車
車
夫
の
奥
ゆ

か
し
さ
な
ど
）。現
代
日
本
に
生
き
る
私
た

ち
も
、モ
ー
ス
と
同
様
の
驚
き
を
感
じ
る
で

し
ょ
う
。

『
日
本
そ
の
日
そ
の
日
』

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス［
著
］

石
川
欣 

一 ［
訳
］

講
談
社
学
術
文
庫

9
6
0
円
＋
税

A
〜
F
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

〈
ヒ
ン
ト
〉 

今
、日
本
中
で「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」ブ
ー
ム
。
と
こ
ろ
で
栃
木
県
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
？

1.
2.
3.
5.
6.

10.
11.
14.
16.
18.
19.
20.
21.

1.
4.
7.
8.
9.

11.
12.
13.
15.
17.
19.
20.
22.
23.

香りに誘われて見ると小さな花が咲いていて……
川端康成の『雪国』のヒロインの芸者の名は？
テニスの“聖地”イギリスにある
釣った魚に墨を塗って作ります
観測史上最高度の噴煙を上げた鹿児島の火山
.鉄腕アトムの妹の名は？
クレープ状の皮に肉や野菜を挟んだメキシコの食べ物
あとから付け足して書き加えること、またその文章
懐メロ「山小屋の灯」「灯」の読みは？
国宝に指定された足利市の○○○寺
顔のあごのことを英語で言うと？
昔の通信簿の成績は「○○、乙、丙」などで表されていた
魚編に喜ぶと書く魚の名は？

鹿児島湾の別名、○○○○湾
海や湖などの波が打ち寄せる所
和製フォークの元祖？「バラが咲いた」の歌手、○○○真木
成功する人の三則？「義理かく、汗かく、○○をかく」
毛髪の、皮内にある部分
昔の製鉄で使用された足で踏んで風を送った大規模なふいご
栃木市、川越市、喜多方市などは「○○の街」として知られる
韓国・慶州にある有名な古刹
ジャズの古典「○○○○○○・ブルース」ミシシッピー川の河港都市名
あるものに似ているけどちがうもの。「がん○○○」「ウメ○○○」「芝居○○○」
四字成句「温故○○○」

「○○○を逸してはならぬ」と合コン、街コン大はやり
野生の子鹿の成長を描いたディズニーアニメのタイトル
カボチャの別の言い方は？

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

コ
ウ
カ
イ
カ
イ
ツ
ケ

●	

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

	

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
10
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

業種 美容室 オーナー  吉田  仁さん

〈所在地〉
宇都宮市五代3-13-26

4653-0457
5655-0484

http://hairsalon-jin.com

HAIR SALON JIN

　

住
宅
街
の
一
角
に
あ
る
隠
れ
家
的
な

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
技
術

は
も
ち
ろ
ん
、
毛
髪
知
識
な
ど
の
専
門

教
育
を
受
け
て
お
り
、
安
心
し
て
悩
み

を
相
談
で
き
る
、
髪
に
も
人
に
も
優
し

い
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

　
「
キ
レ
イ
な
ス
タ
イ
ル
は
健
康
な
髪
か

ら
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
よ
り
よ
い
商
品

を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
や
わ
ら
か

な
陽
射
し
と
穏
や
か
な
空
間
の
中
で
、

J
I
N
流
の
技
術
と
お
も
て
な
し
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

秋
空
へ
ラ
ム
ネ
の
泡
も
お
と
な
し
い

バ
ー
ゲ
ン
へ
膝
の
痛
み
は
消
え
て
い
る

空
高
し
洗
濯
物
が
二
度
乾
き

向
日
葵
に
つ
っ
か
い
棒
が
要
る
猛
暑

帰
省
し
た
孫
へ
年
寄
つ
き
っ
き
り

不
整
脈
噂
話
が
ま
だ
消
え
ぬ

秋
草
の
主
張
正
し
く
秋
と
な
る

浜
松
に
負
け
ま
い
今
日
も
餃
子
買
う

ゴ
ミ
の
日
の
顔
も
大
事
に
見
る
鏡

秋
の
風
心
の
傷
へ
容
赦
な
し

伊
東　
　

一

岡
田　

俊
光

柳
岡　

睦
子

宮
岡　

正
紀

山
口　

イ
ネ

生
田
目
昭
夫

笹
田　

ス
ミ

古
内
か
ほ
る

竹
沢　

貞
子

飯
塚　
　

藤
（
無
職
）

（
自
営
業
）

（
自
営
業
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

第
193
回
荒
井 

宗
明
選

〈
評
〉
赤
よ
白
よ
と
応
援
の
声
。

〈
評
〉
同
じ
と
こ
ろ
で
ま
た
も
躓
く
。

〈
評
〉
日
毎
に
遠
き
里
の
山
々
。

とって、湯川秀樹博士のノーベル賞受賞（昭和 24年）、皇太
子ご成婚（昭和 34年）に続く明るい話題であり、復興を世界
にアピールする舞台ともなりました。
　この写真は、その東京オリンピックの聖火リ㆑ーが、まさに
栃木県庁に入って行く瞬間をとらえたものです。ご提供くだ
さったのは、本誌読者であり「商い川柳」常連の福士美枝子さ
んです。福士さんは当時写真館に勤務していました。この写
真は福士さんが暗室で焼いたものです。写真に添えられた
お手紙から、少し引用します。
　「この写真は（写真スタジオの）技師が県庁前に出

で ば

張り、正
面にいて写した実物のもので、宝物として今まで取っておい
たものです」「私は当時女学校を出て宮スタヂオに勤めており
ましたので、この時も宇大前で人々とともに聖火を見送りまし
た」
　まさに福士さんの青春の思い出の１枚です。と同時に、宇
都宮市の歴史の、貴重なひと駒でもあります。
　福士様、貴重なお写真をご提供いただき、ありがとうござい
ました。

　2020年の東京オリンピック開催が決定しましたが、60代
以上の方々にとっては、1964（昭和 39）年の東京オリンピッ
クの思い出は、まだ鮮明に残っているでしょう。戦後の日本に

思い出の東京オリンピック
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●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 2013 10月〜   11月 神無月─霜月

十
月
十
二
日（
土
）～
十
三
日（
日
）

鹿
沼
ぶ
っ
つ
け
秋
祭
り（
鹿
沼
市
）

　
国
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
鹿
沼

今
宮
神
社
の
祭
礼
。
豪
華
絢
爛
な
彫
刻
屋
台

を
は
じ
め
、
今
年
は
全
町
二
十
七
台
の
屋
台

が
市
内
中
心
部
を
練
り
歩
く
。「
ぶ
っ
つ
け
」

と
は
、
屋
台
ど
お
し
に
よ
る
お
囃
子
の
競
演

の
こ
と
。

十
月
十
七
日（
木
）

日
光
東
照
宮
秋
季
例
大
祭（
日
光
市
）

　
徳
川
家
康
の
遺
骸
を
久
能
山
か
ら
日
光
へ

改
葬
し
た
際
の
行
列「
百
物
揃
千
人
行
列
」が

行
わ
れ
る
。
神
社
出
発
は
午
前
十
一
時
。
お

旅
所
で
は
八
乙
女
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。

十
月
二
十
六
日（
土
）～
二
十
七
日（
日
）

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
菊
水
祭（
宇
都
宮
市
）

　
二
荒
山
神
社
の
大
祭「
秋
山
祭
」の
付
け
祭

り
。
市
内
を
上
町
、
下
町
に
分
け
て
鳳
輦
渡

御
が
行
わ
れ
る
。
参
道
で
は
流
鏑
馬
が
奉
納
。

宇
都
宮
秋
の
風
物
詩
。

十
一
月
三
日（
文
化
の
日
・
日
）～
四
日（
月
）

光
丸
山
大
縁
日（
大
田
原
市
湯
津
上
）

　
慈
覚
大
師
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
古
刹
光

丸
山
の
大
縁
日
。
大
縁
日
の
本
祭
に
は
、
天

狗
の
面
を
付
け
た
猿
田
彦
を
先
頭
に
佐
良
土

の
宿
内
を
神
輿
が
巡
行
し
、
人
々
の
無
病
息

災
を
願
う
。
ま
た
、
境
内
の
堂
宇
に
は
、
日

本
一
と
い
わ
れ
る
高
さ
二
・一
四
メ
ー
ト
ル
、

幅
一・
五
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
一
ト
ン
の
、
木
製

の
天
狗
面
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
神
仏
習
合

の
名
残
を
今
に
伝
え
る
祭
礼
。

宇都宮伝統文化連絡協議会長  柏村  祐司

　

益
子
町
上
大
羽
、
な
だ
ら
か
な
八
溝
の

丘
陵
が
波
打
つ
の
ど
か
な
田
園
地
帯
。
そ

の
北
側
の
山
裾
に
端
正
な
形
を
し
た
堂
が

あ
る
。
地
蔵
院
本
堂
で
あ
る
。
国
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
る
ほ
ど
の
立
派
な
建

物
で
あ
り
、
宇
都
宮
三
代
の
朝
綱
が
創

建
し
た
尾
羽
寺
の
阿
弥
陀
堂
と
い
わ
れ
て

い
る
。
宇
都
宮
か
ら
ほ
ど
遠
い
上
大
羽
の

地
に
、
朝
綱
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
お
堂
を

建
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
。　
　
　

　

宇
都
宮
氏
は
系
譜
に
よ
れ
ば
藤
原
宗

円
が
初
代
で
二
代
が
宗
綱
と
な
っ
て
い
る
。

宗
円
、
宗
綱
は
益
子
あ
る
い
は
常
陸
南

部
八
田
と
の
繋
が
り
が
強
い
と
い
わ
れ
る

が
、
彼
ら
に
は
謎
の
部
分
が
多
い
。
史
料

の
中
に
宇
都
宮
の
名
を
な
し
そ
の
実
像
が

明
白
に
な
る
の
は
三
代
の
朝
綱
か
ら
で
あ

る
。『
平
家
物
語
』に
よ
れ
ば
、
源
頼
朝

が
平
家
追
討
の
た
め
に
伊
豆
で
旗
揚
げ
し

た
時
、
朝
綱
は
平
家
政
権
下
京
都
で
大

番
役
と
い
う
重
責
を
担
っ
て
い
た
。
朝
綱

は
、
頼
朝
の
挙
兵
を
知
っ
て
い
ち
早
く
は

せ
参
じ
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
方
、
平

家
側
で
は
、
朝
綱
を
油
断
の
な
ら
な
い
者

と
し
京
に
抑
留
し
た
の
で
あ
る
。
や
が
て

朝
綱
は
、
平
家
の
武
将
貞
能
の
と
り
な
し

に
よ
っ
て
釈
放
さ
れ
、
監
視
の
目
を
か
す

め
て
京
を
脱
出
し
宇
都
宮
に
戻
っ
た
。

　

こ
う
し
て
京
都
を
脱
し
頼
朝
配
下
に

加
わ
っ
た
朝
綱
は
、
頼
朝
よ
り
伊
賀
国
壬

生
野
郷
の
地
頭
職
を
拝
領
す
る
と
と
も

に
宇
都
宮
社
務
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ

の
後
、
頼
朝
と
義
経
と
の
対
立
が
契
機

と
な
っ
て
起
っ
た
奥
州
藤
原
氏
と
の
合
戦

の
折
、
朝
綱
も
一
族
郎
党
を
率
い
活
躍
。

ま
た
、
頼
朝
が
後
白
河
法
皇
と
の
対
決

を
目
的
に
京
へ
上
っ
た
際
に
は
、
京
を
よ

く
知
っ
た
者
と
し
て
事
前
準
備
に
遣
わ
さ

れ
、
さ
ら
に
は
、
頼
朝
が
那
須
野
ヶ
原
で

巻
狩
り
を
し
た
際
に
は
、
勢
子
千
人
を

献
じ
る
栄
誉
を
賜
っ
た
。

　

こ
う
し
た
朝
綱
の
活
躍
ぶ
り
も
、
晩
年

は
寂
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
嗣し

し子
業
綱
が

二
十
七
歳
の
若
さ
で
死
ん
だ
。
こ
の
時
、

朝
綱
七
十
一
歳
。
四
十
四
歳
で
得
た
後
継

ぎ
な
ら
ば
、
期
待
も
多
く
、
そ
れ
だ
け
悲

し
み
も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、

さ
ら
に
朝
綱
に
大
き
な
禍
が
降
り
か
か
っ

た
。
建
久
五
年（
一一九
四
）下
野
の
国
司
よ

り
公
田
百
余
町
を
掠

り
ゃ
く
り
ょ
う

領
し
た
と
訴
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
頼
朝
と
て
公く

で
ん田

に
関
し
て

は
口
出
し
で
き
ず
、
朝
廷
の
裁
量
の
結
果
、

有
罪
と
な
り
朝
綱
は
土
佐
国
へ
、
そ
の
上

孫
二
人
ま
で
流
罪
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

程
な
く
し
て
朝
綱
は
許
さ
れ
た
が
我

が
子
業
綱
の
死
と
い
い
、
公
田
掠
領
事
件

は
、
老
齢
の
朝
綱
に
と
っ
て
大
き
な
心
の

痛
手
と
な
っ
た
。
平
家
の
武
将
で
は
な
い

が
、
朝
綱
と
て
も
こ
の
世
の
無
常
を
痛
く

感
じ
た
よ
う
だ
。
ま
も
な
く
朝
綱
は
出

家
し
て
重
阿
弥
陀
仏
と
な
り
、
上
大
羽

に
尾
羽
寺
を
営
み
、
家
督
は
孫
の
頼
綱
に

譲
り
隠
棲
し
た
の
で
あ
る
。
朝
綱
は
浄
土

教
に
帰
依
し
阿
弥
陀
如
来
の
慈
悲
に
す

が
っ
た
。
泉
水
を
め
ぐ
ら
し
た
阿
弥
陀
堂

を
建
て
尾
羽
寺
の
本
堂
と
し
た
。
傍
ら
に

は
、配
流
先
の
土
佐
で
赦
免
の
沙
汰
を
祈
っ

た
加
茂
明
神
を
勧
請（
後
の
綱
神
社
）し
、

さ
ら
に
は
父
祖
を
祀
る
墓
地（
後
の
宇
都

宮
氏
歴
代
墓
所
）を
設
け
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
朝
綱
が
こ
う
し
た
堂
舎
等
を

設
置
し
た
背
景
に
は
、
奥
州
征
伐
の
際

に
見
た
平
泉
の
中
尊
寺
、
毛
越
寺
、
無

量
光
院
な
ど
浄
土
信
仰
を
見
事
な
ま
で

具
現
し
た
姿
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま

た
、
上
大
羽
と
い
う
地
を
あ
え
て
選
ん
だ

の
は
、
上
大
羽
は
宇
都
宮
氏
の
故
地
で
あ

る
常
陸
南
部
の
八
田
に
つ
な
が
る
要
衝
の

地
で
あ
り
、
隠
棲
し
た
と
は
い
え
そ
こ
を

し
っ
か
り
と
押
さ
え
よ
う
と
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
一
所
懸
命
に
生
き
た
鎌
倉

武
士
朝
綱
な
ら
で
は
の
配
慮
と
み
た
い
。

第14回

「出家後の朝綱」（「下野国誌」）より

地蔵院本堂

浄土信仰の具現をはかる
鎌倉武士宇都宮朝綱



宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

10月
Oct

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
25
年
9
月
30
日
現
在
）

　

　
　

2013

10月

MITOUTSUNOMIYAMAEBASHI

MITO キタ
カンだより

MAEBASHI

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
6
6
6-

8
9
3
8

午
前
11
時
〜
午
後
10
時

☎
6
6
6-

8
7
8
5

※
10
月
15
日（
火
）店
休

●
2
階  

プ
チ
プ
レ
リ

●
1
階  

＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の
み
や
シ

テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る
案
内
所

設
置（
毎
週
日
曜
日
） 

ま
ち
な
か
案
内
所

　

10
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）の
2
日
間
に

わ
た
っ
て
、
中
心
市
街
地
の
国
道
50
号
を
中

心
に「
水
戸
ま
ち
な
か
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を

開
催
し
ま
す
。

　

第
２
回
目
と
な
る
今
年
は
、
２
日
間
に
拡

大
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
26
日
は
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
午
後
４
時
30

分
か
ら
南
町
自
由
広
場
で
Ｄ
Ｊ
ラ
イ
ブ
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
う
ほ
か
、
ス
イ
ー

ツ
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

　

27
日
に
は
、
中
央
郵
便
局
前
か
ら
大
工
町

間
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
、
午
前
11
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
、
ダ
ン
ス
、
グ
ル
メ
、
ア
ー

ト
デ
ザ
イ
ン
、
雑
貨
販
売
を
テ
ー
マ
に
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

震
災
か
ら
２
年
半
が
経
ち
、
さ
ら
な
る
復

興
を
遂
げ
る
水
戸
市
の
姿
を
、
市
内
外
に
発

信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
情
報
提
供
：
水
戸
商
工
会
議
所
）

平
成
23
年
３
月
に
北
関
東
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し（
約
１
５
０
ｋｍ
）、
栃
木
、
茨
城
、

群
馬
の
３
県
が
結
ば
れ
ま
し
た
。一
般
道
利
用
に
比
べ
移
動
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

宇
都
宮
市
か
ら
水
戸
市
、
前
橋
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１
時
間
30
分
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
の
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

水戸まちなかフェスティバル 
～秋のストリート文化祭～

水戸まちなか
フェスティバル

問合せ：水戸まちなかフェス
ティバル

実行委員会事務局
（水戸市産業経済部

商工課内）

☎029-232-9185

 http://www.city.mito.lg.jp/

　

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
の
ま
ち
前
橋
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
ろ
と
ん
」で
す
。

　

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
豚
肉
産
出
額
を
誇

る
前
橋
市
が
、
豚
肉
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で

町
お
こ
し
を
図
る
た
め
平
成
20（
2
0
0
8
）

年
に
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
、
そ
の
後
愛
称
も
公

募
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
の

通
り
、
こ
ろ
こ
ろ
可
愛
ら
し
い
仔
豚
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
血
色
の
良
い
健
康
優
良
児
で
、

ま
ん
丸
の
体
と
赤
い
ほ
っ
ぺ
、
ぴ
く
ぴ
く
動

く
耳
が
特
徴
で
す
。

　

平
成
23（
2
0
1
1
）年
に
は
身
長
1
7
8

セ
ン
チ
、
直
径
1
6
5
セ
ン
チ
、
胴
回
り
は

5
メ
ー
ト
ル
以
上
と
い
う
強
烈
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
持
つ
着
ぐ
る
み
も
完
成
し
ま
し
た
！ 

豚

肉
料
理
を
は
じ
め
と
す
る
前
橋
の
P
R
の
た

め
に
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

（
情
報
提
供
：
前
橋
商
工
会
議
所
）

ころとん

ころとん
問合せ：

前橋市役所 観光課

☎027-210-2189

http://www.city.

maebashi.gunma.jp/

kanko/398/p007920.html

　
こ
こ
数
年
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
以
下
「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
」）
に
つ
い

て
の
関
心
が
高
ま
り
、
栃
木
県
内
で

も
講
演
会
な
ど
の
開
催
が
少
し
ず
つ

増
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
」

を
理
解
す
る
と
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
「
ど
の
よ
う
に
取
り
組
め
ば
い
い
の

か
」
と
い
う
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
す
。

　
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
導
入
す
る
際
、
最
初
に

行
っ
て
い
た
だ
く
の
が
「
働
き
方
の
見

直
し
」
で
す
。

　
社
員
が
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
し
て

い
る
の
か
、
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
は

何
な
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
始

め
、
問
題
が
見
え
て
き
た
ら
、
い
よ
い

よ
働
き
方
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
企
業
の
取
組
事
例
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
文
具
メ
ー
カ
ー
の
コ
ク
ヨ
の

事
例
で
す
。

　
〝
モ
ノ
が
売
れ
な
い
時
代
〟
に
あ
っ

て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ヒ
ッ
ト
商
品
を
次
々

と
世
に
送
り
だ
し
て
い
る
コ
ク
ヨ
株
式

会
社
。

　
商
品
開
発
に
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
セ

ン
ス
や
意
見
が
欠
か
す
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
コ
ク
ヨ
で
は
2
0
0
0
年
か

ら
男
性
、
女
性
の
総
合
職
の
採
用
を

ほ
ぼ
半
数
に
。
し
か
し
社
内
で
仕
事
と

出
産
、
育
児
と
の
両
立
が
出
来
る
か
と

い
う
懸
念
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
女
性
ス
タ
ッ
フ
か
ら
聞
か
れ

た
言
葉
は
、「
女
性
だ
か
ら
」「
子
育
て

中
だ
か
ら
」
と
い
う
よ
う
に
女
性
特
有

の
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
の
で
は
な

く
、
男
性
を
含
め
た
長
時
間
労
働
の
見

直
し
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

　
そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の
が
時
間
の
使

い
方
の
「
見
え
る
化
」。

　

あ
る
営
業
部
門
で
は
１
週
間
分
の

業
務
予
定
と
実
際
の
行
動
を
パ
ソ
コ
ン

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
に
入
力
し
、
部
門

全
体
で
確
認・共
有
。
そ
れ
を
も
と
に
、

週
1
回
の
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
優
先
事
項
の
確
認
や
改
善
を
行
い
、

翌
週
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
に
反
映
さ

せ
ま
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
15
分
単

位
で
記
入
し
て
い
く
た
め
、
最
初
は
仕

事
が
増
え
た
よ
う
な
印
象
を
持
っ
た
社

員
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
時
間

の
有
効
な
使
い
方
が
身
に
つ
き
、
そ

の
結
果
27
％
の
残
業
削
減
に
成
功

し
ま
し
た
。

　

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
伊
藤
忠

商
事
が
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
取

り
組
み
で
す
。

　
残
業
が
恒
常
化
し
て
い
る
現
状
を

打
破
し
よ
う
と
新
し
い
残
業
の
カ
タ

チ
を
提
案
。
そ
れ
が
「
朝
型
残
業
」。

　

時
差
が
大
き
い
海
外
と
の
や
り

取
り
が
必
要
な
部
署
以
外
の
す
べ
て

の
社
員
に
は
、
夜
8
時
以
降
の
残

業
を
禁
止
と
し
、
一
方
午
前
5
時

か
ら
9
時
ま
で
の
早
朝
の
時
間
帯
は

割
増
賃
金
を
現
在
の
25
%
か
ら
50
%

に
増
や
し
、
割
増
し
が
な
か
っ
た
管
理

職
に
も
25
%
の
割
増
し
賃
金
を
支
払

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
午
前

８
時
ま
で
に
出
社
し
た
社
員
に
は
バ
ナ

ナ
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
無
料
で
支
給
。

　
残
業
代
は
制
度
導
入
前
と
変
わ
ら
な

い
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
家
族

と
の
時
間
と
社
員
の
健
康
は
プ
ラ
イ
ス

レ
ス
。

　
取
り
組
む
意
味
は
大
き
い
と
と
ら
え

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
回
２
つ
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
が
、
取
り
組
み
は
10
社
あ
れ
ば
10
通

り
の
や
り
方
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
効
果
を

発
揮
す
る
も
の
で
す
（
図
）。
そ
し
て
働

き
方
を
見
直
す
こ
と
は
、
単
な
る
コ
ス
ト

削
減
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
家
族
と
の

時
間
が
増
え
、
心
が
安
定
し
た
」「
睡
眠

時
間
が
増
え
健
康
に
な
っ
た
」「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
活
動
で
人
脈
が
増
え
た
」
な
ど

と
い
っ
た
効
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
無
駄
な
時
間
を
削
減
し
、
い
か
に
効

率
よ
く
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
働
け

る
環
境
を
整
え
て
い
く
か
。
今
後
、
企

業
が
生
き
残
っ
て
い
く
カ
ギ
が
こ
こ
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
ユ
ニ
ー
ク
で
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
働
き
方
の
見
直

し
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ワーク・ライフ・バランスコンサルタント  工藤  敬子氏

　宇都宮市では、男女共同参画社会の実現に向け、ワーク・ライフ・バランスの推進に取り
組んでいます。10月の「うつのみや男女共同参画推進月間」にあたり、ワーク・ライフ・バラン
スのコンサルタントとしてご活躍の工藤敬子氏に寄稿いただきました。

オリジナリティ
あふれる

働き方の
見直しを

トヨタ自動車イメージレディ ｢トヨタプ
リティ｣として、ショールームに勤務。
NKH宇都宮放送局のキャスターや
リポーターを担当後、フリーアナウ
ンサーとして司会のほか、RADIO 
BERRYでパーソナリティーを務め
る。平成17年7月に（有）フェードイ
ンを設立し、現在はコンサルティン
グ事業と研修事業を展開している。
（株）ワーク・ライフバランス加盟コ
ンサルタント。米国NLP（TM）協
会認定NLP（TM）レーナー。

ワーク・ライフ・バランス
コンサルタント
㈲フェードイン  代表取締役

工藤  敬子／くどう けいこ

c
o

lu
m

n

特別寄稿

〈問合せ〉

宇都宮市
男女共同参画課
☎028-632-2346

「
見
え
る
化
」の
取
り
組
み

「
朝
型
残
業
」

※イクメン…子育てを楽しみ、自分自身も成長する男性のこと。
　または、将来そのような人生を送ろうと考えている男性のこと。

労働時間

WLBの取り組み例

休暇制度

産休·育休取得

子育て·介護支援

イクメン※応援

従業員の意識改革

フレックスタイム·
育児短時間勤務制度の導入 等　

年次有給休暇、連続休暇、
特別休暇の取得促進 等　

育児休暇取得促進の風土づくり、
育休復帰率向上 等

託児所の設置、労働条件変更の
柔軟な対応 等　

育児休暇の一部有給化、
育児支援休暇の制度充実 等

研修·講演を通じた啓発活動、
全社員のヒアリング 等

2021 October 2013

◎
10
月
13
日（
日
）・
14
日（
月
）

 　
「
熟
年
バ
ン
ド
ジ
ャ
ム
」出
店

●
会
場
：
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア

（
午
前
11
時
〜
午
後
5
時
）

◎
10
月
25
日（
金
）

 　
「
愉
快
の
日 

協
賛
事
業
」

●
消
費
者
還
元
セ
ー
ル（
１
・
２
階

店
舗
協
力
）

◎
11
月
１
日（
金
）
〜
７
日（
木
）

 　
「
わ
く
わ
く
ア
ー
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

●
１
階
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
に
て
作

品
展
示

◎
11
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

 　
「
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
３
」 

　  

協
賛
事
業

●
店
頭
に
て
ジ
ャ
ズ
弁
当
等
販
売

 　
「
歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ
」

●
2
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
プ
チ
プ
レ
リ

協
力
）
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　猛暑が過ぎ秋の風が心地よくなってきまし
た。読書の秋、食欲の秋、スポーツの秋など、
何をしても気持ちの良い季節です。
　本号でもいくつかのイベントを紹介してい
ますが、宇都宮市内では、10 月から 11 月にかけてさま
ざまなイベントが予定されています。「食」「音楽」「スポー
ツ」「歴史」など、いろいろなテーマで街全体が盛り上がる
秋のイベントに、出かけてみてはいかがでしょうか。

宮
の
市（
商
業
祭
）実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
を
た
の
し
み
！ 

商
店
街
に
い
っ
て
み
よ
う
！　

ワ
ク
ワ
ク
に
出
会
え
る
６
日
間

◎
宮
の
市
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

中
心
商
店
街
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
全
て

を
回
っ
た
人
に
、
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
！

※
開
催
日
時
：
11
月
３
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

◎
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

バ
ン
バ
通
り
を
会
場
に
、
お
い
し
い「
食
」

の
模
擬
店
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！

開
催
日
時
：
11
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

◎
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

宮
の
市（
開
催
期
間
中
）の
様
子
や
風
景

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
表
彰
も
あ
り

ま
す
。
申
し
込
み
締
切
り
は
11
月
15
日

（
金
）ま
で
。

　

秋
の
商
業
祭
で
あ
る「
宮
の
市
」は
、

市
内
各
商
店
街
で
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

や
感
謝
セ
ー
ル
、素
敵
な
商
品
が
当
た
る

「
ふ
れ
あ
い
懸
賞
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
物
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
商
店
街

に
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

【
開
催
期
間
】

10
月
29
日（
火
）
〜
11
月
３
日（
日
）

【
主
な
内
容
】

◎
ふ
れ
あ
い
懸
賞

各
商
店
街
で
千
円
以
上
お
買
い
上
げ
の

お
客
様
に
応
募
は
が
き
を
配
布
し
、
抽

選
で
ホ
テ
ル
の
宿
泊
券
や
食
事
券
な
ど

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

◎
お
客
様
感
謝
セ
ー
ル

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、
各
セ
ー
ル

実
施
店
で
特
別
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
！

◎
１
商
店
街
１
イ
ベ
ン
ト

各
商
店
街
が
独
自
に
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

ウ
ム
は
、
市
街
地
な
ど

に
設
定
さ
れ
た
短
い
距

離
の
周
回
コ
ー
ス
を
走

る
レ
ー
ス
で
、
上
河
原

交
差
点
か
ら
本
町
交
差

点
ま
で
の
大
通
り
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
市
街
地

バ
ト
ル
。
最
高
時
速
60

Ｋ
ｍ
に
達
す
る
超
高
速

レ
ー
ス
で
、
手
に
汗
握

る
バ
ト
ル
を
目
の
前
で

体
感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◎
ク
リ
テ
リ
ウ
ム

10
月
19
日（
土
）

午
後
３
時
〜
５
時（
予

定
）

【
会
場
】 

宇
都
宮
中
心
市

街
地（
大
通
り
本
町
交
差

点
〜
上
河
原
交
差
点
）

◎
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド

レ
ー
ス

10
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分
頃（
予
定
）

【
会
場
】 

宇
都
宮
市
森
林
公
園
周
辺
周
回

コ
ー
ス

　

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
は
、
森
林
公
園
周
辺
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
最
高
位
の
自
転
車

ワ
ン
デ
イ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
、
ツ
ー
ル
・

ド
・
フ
ラ
ン
ス
や
ジ
ロ
・
デ
・
イ
タ
リ

ア
と
い
っ
た
、
世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す

る
選
手
た
ち
の
本
気
の
勝
負
が
間
近
で

見
ら
れ
る
レ
ー
ス
で
す
。

　

ま
た
前
日
に
開
催
さ
れ
る
ク
リ
テ
リ

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
ピ
ー
ド
、迫
力
に
大
興
奮
！

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ 

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
＆
ク
リ
テ
リ
ウ
ム

問合せ

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

実
行
委
員
会
事
務
局

（
宇
都
宮
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

☎
6
3
2-

2
7
3
6

大通りを舞台に繰り広げられる「クリテリウム」（photo:Kei Tsuji）

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
推
進
協
議
会
、宇
都
宮
ジ
ャ
ズ
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

熱
い
演
奏
に
酔
う

「
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
３
」「
ジ
ャ
ズ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」

外
山
喜
雄
／
沢
村
ま
み
／
菊
田
俊
介
／

他
ア
マ
チ
ュ
ア
68
バ
ン
ド

【
料
金
】

◎
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
３　

無
料

◎
ジ
ャ
ズ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ　

前
売
券
／
１
０
０
０
円

当
日
券
／
１
２
０
０
円

　

今
年
で
40
周
年
と
な
る
ジ
ャ
ズ
の
祭

典
が
、
オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
を
メ
イ
ン

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

宇
都
宮
ゆ
か
り
の
プ
ロ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
は
じ
め
、
１
０
０
を
超
え
る
応
募

の
中
か
ら
選
ば
れ
し
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

が
出
演
し
ま
す
。
さ
ら
に
初
日
の
夜
は

宇
都
宮
ジ
ャ
ズ
協
会
に
加
盟
す
る
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
、
飲
食
店
で「
ジ
ャ
ズ
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
程
】

11
月
2
日（
土
）・
3
日（
日
）

◎
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
３

午
前
11
時
〜
午
後
６
時（
予
定
）

◎
ジ
ャ
ズ
・
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

午
後
６
時
〜
午
前
0
時（
予
定
）

※
参
加
店
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
会
場
】

◎
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
３

オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
／
オ
リ
オ
ン
曲
師

町
通
り
イ
ベ
ン
ト
広
場
／
東
武
宇
都
宮

百
貨
店
6
階
屋
上
特
設
会
場
／
ラ
ラ
ス

ク
エ
ア
屋
上
広
場
／
宇
都
宮
城
址
公
園

◎
ジ
ャ
ズ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

当
日
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
出
演
予
定
者
】

熱い演奏に酔いしれた「ミヤ・ジャズイン２０１２」（オリオンスクエア）

問合せ

◎
ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
イ
ン
２
０
１
３

　

ミ
ヤ
・
ジ
ャ
ズ
推
進
協
議
会

　
（
当
所
地
域
振
興
部
内
）

　
☎
6
3
7-

3
1
3
1

◎
ジ
ャ
ズ
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

　

宇
都
宮
ジ
ャ
ズ
協
会

　
☎
9
0
8-

5
0
8
0

源
泉
徴
収
義
務
者
の
皆
様
へ

　

平
成
25
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

※「
年
末
調
整
の
し
か
た
」と「
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成

と
提
出
の
手
引
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
関
係
用
紙
等
の
送
付
枚
数

は
、
一
定
枚
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

不
足
が
あ
る
場
合
に
は
説
明
会
会
場
ま

た
は
税
務
署
の
窓
口
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。 宇

都
宮
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

問合せ

宇
都
宮
税
務
署

☎
6
2
1-

2
1
5
1

（
代
表
：
音
声
案
内
）

 開催日 開催時間 開催場所 対象地域（者）

宇都宮市
河内総合福祉センター
宇都宮市白沢町385

宇都宮市文化会館
宇都宮市明保野町7-66

10：30～12：30
14：00～16：00

11月12日（火） 宇都宮市

宇都宮市11月13日（水）
10：30～12：30
14：00～16：00

宇
都
宮
の
味
を
ど
う
ぞ
！

「
宇
都
宮
餃
子
祭
り
２
０
１
３
」

　

今
や
全
国
に
名
高
い
、
宇
都
宮
の「
餃

子
」。
市
内
の
名
店
が
腕
を
振
る
っ
た
お

い
し
い
餃
子
が
１
皿
１
０
０
円
で
味
わ

え
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

11
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】

宇
都
宮
城
址
公
園

【
主
な
内
容
】

◎（
協
）宇
都
宮
餃
子
会
会
員
が
出
店
。

１
皿（
３
個
）１
０
０
円
で
販
売
。

◎
来
ら
っ
せ（
本
店
、
パ
セ
オ
店
、
東
武

宇
都
宮
店
）お
よ
び
協
賛
加
盟
店
で
開
催

期
間
限
定
の
最
大
20
％
割
引
販
売
。

◎
宇
都
宮
餃
子
会
の
宅
配
窓
口
設
置
。

宇
都
宮
餃
子
祭
り

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問合せ

宇
都
宮
餃
子
祭
り
実
行
委
員
会

（
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
内
）

☎
6
3
2-

2
4
4
5

毎年、県内外から多くの人で賑わう「餃子祭り」

大盛況だった昨年の「宮の市」

問合せ

宮
の
市（
商
業
祭
）実
行
委
員
会

（
当
所
地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

宇
都
宮
城
址
ま
つ
り

「
温
故
知
新
、

楽
し
く
歴
史
に
ふ
れ
る
」

　

第
14
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
代
理
と
し

て
、
宇
都
宮
城
主
戸
田
忠
恕
が
日
光
東

照
宮
を
参
拝
し
た
際
の
行
列
絵
巻
の
再

現
を
中
心
と
し
た
、
歴
史
と
和
が
テ
ー

マ
の
お
ま
つ
り
で
す
。

　

時
代
衣
装
を
着
た
３
０
０
人
以
上
の

行
列
が
、
中
心
市
街
地
を
練
り
歩
き
、

宇
都
宮
城
址
公
園
で
は
和
太
鼓
や
琴
の

演
奏
、
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
が
出
店
し
ま
す
。

【
日
時
】10
月
20
日（
日
）

【
内
容
】

◎
社
参
行
列（
西
小
学
校
〜
中
心
商
店
街

〜
宇
都
宮
城
址
公
園
）　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

◎
宇
都
宮
城
址
公
園　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
飲
食
物
販
売
な
ど

「
よ
み
が
え
れ
！
宇
都
宮
城
」

市
民
の
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問合せ
「
よ
み
が
え
れ
！
宇
都
宮
城
」

市
民
の
会
事
務
局

☎
6
3
2-

2
9
8
9

宇都宮城址公園に入る社参行列
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